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東本郷地区別計画策定委員会

平成 22年（2010 年）9月末

●高齢化率 23.20％は、緑区の 18.51％より 4.69％、横浜市の 19.65％より 3.55％、
　それぞれ高くなっている。

●生産年齢人口（15歳～ 64歳）の割合 63.64％は、緑区の 66.71％より 3.07％、
　横浜市の 66.95％より 3.31％、それぞれ低くなっている。

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15歳～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

東本郷
（％）

23.20
13.16

63.6463.64

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

1,161人
1,896人
8,382人
1,088人
646人

合 計 13,173人 合 計 177,073人

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

13,477人
19,300人
118,114人
15,913人
10,269人

合 計 3,702,537人

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

318,878人
408,869人
2,478,327人
302,625人
193,838人

人口比率

人　口

緑区
（％）

18.51

66.7166.71

14.7814.78

横浜市
（％）

19.65

66.9566.95

13.4013.40

＜年齢区分別人口＞

　区の東端に位置し、東側は港北区、南側は神奈川区、北側は都筑区に隣接している。北側には平野
が広がり一部は農地となっている。南側は台地となっており、昭和 54年頃からの計画的な宅地開
発により戸建や集合住宅の集まる住宅地となっている。
　坂道が多く、最寄駅（鴨居）までも遠い。住民の要望により、平成 19年３月にミニバスが開通し
た。

東本郷 1～ 6丁目、東本郷町

東本郷地区　地区別計画
（平成 23年度～平成 27年度）

＜東本郷地区　地区別計画策定委員＞
下記団体の代表者により構成

●連合自治会　　　　　　●地区社会福祉協議会
●民生委員・児童委員　 　●保健活動推進員
●老人クラブ連合会　　　●まちづくり協議会　
●友愛活動推進チーム　　●子育て代表
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第 1 回

通信 No. １発行 通信 No. ２発行 通信 No. ３発行

第 4 回第 2 回 第 3 回

地区別計画策定委員会の開催状況

平成 22 年
３月１日（月）

10:00～12:00

東本郷地域ケアプラザ

策定委員 16 名出席

『検討の進め方』
について話し合い

平成 22 年
６月 16 日（水）

14:00～16:00

東本郷地域ケアプラザ

策定委員 16 名出席

『地区の現状と課題』
について話し合い

平成 22 年
８月 26 日（木）

14:00～16:00

東本郷地域ケアプラザ

策定委員 16 名出席

『将来像と取組』
について話し合い

平成 22 年
10 月 25 日（ 月 ）

14:00 ～ 16:00

東本郷地域ケアプラザ

策定委員 11 名出席

『素案』
について話し合い

地域の人達がつながり、支え合い、
一緒につどい楽しみを共有できるまち

【現状と課題】
●世代間の交流が少なくなっている　　
●地域の活動に積極的に参加する人と全く参加しない人の二極化が進んでいる
●障がい児・者が参加できる活動が少ない　など

【具体的な取組】　＜参加・交流の機会、居場所づくり＞

●各団体のバス旅行の継続・促進（各団体）
●食事会懇親会の継続・促進（各団体）
●高齢者の趣味の集まり・交流の場の常設（各団体）
● 30 代、40 代の方に参加いただける場づくり（各団体）
●地域のお祭り継続・促進、芸能祭りの実施（連合自治会、地区社協）
●大人の昔遊びを通じた子どもとの交流（連合自治会、地区社協、ケアプラザ）
●老若男女が健康・趣味・スポーツをきっかけに参加できるまち（自治会、老人クラブ）
●学齢期の子どもが集えるオープンルームの設置（自治会、ケアプラザ）
●自治会と子ども会の共同イベントの実施（自治会）
●障がい者やその家族が思いを発信しやすい仕掛けづくり（地区社協）
●一人暮らしの方の緊急時の連絡方法の確立（民生・児童委員）
●地場野菜の直販売り場の常設と配達の検討（継続検討）

【具体的な取組】　＜声掛け・挨拶運動＞

●防犯パトロールの各地域での拡大（自治会）　　
●児童虐待に対する関心の醸成（区）
●挨拶運動の推進（地域全体）
●犬の散歩と学童見守りの工夫（地域全体）

キーワード

人材・
担い手 機会・場

情報

つながり

安全・
安心・
健康



14

第
2
章

地
区
別
計
画

色々な世代の人が地域活動や
ボランティアに参加しているまち　

必要な人に適切な情報が届けられるまち

【現状と課題】
●新規ボランティアの確保が難しい
●ボランティアに参加する世代が限られている
●自主活動サークルの減少が多く、新規の立ち上げが難しい　など

【現状と課題】
●地域のイベント等の周知方法に工夫が必要
●他の自治会の取組について更なる情報共有が必要
●必要な情報が早く入手できるようになるといい　など

【具体的な取組】　＜新たな担い手の発掘育成＞

●公園などでの出張公開講座（ケアプラザ）
●次の世代の人材育成（自治会）
●ボランティアの有償化（地区社協、ボランティア団体）
●障がい者に対するボランティアの育成（地区社協、ケアプラザ）
●地域の子育ての支援者の養成（地区社協、ケアプラザ）

【具体的な取組】　＜情報共有＞

●各自治会間の情報交換の実施（連合自治会）　
●口コミ、広報紙など複数媒体での周知（地域全体）
●子育ての情報提供（民生・児童委員）　 
●防犯情報の回覧・掲示等の実施（自治会）
●民生・児童委員と友愛活動推進員、保健活動推進員の交流
　（民生・児童委員、友愛活動推進員、保健活動推進員）

【具体的な取組】　＜若い世代の地域参加の促進＞

●小学生・中学生・高校生のボランティア参加の仕組みづくりの検討
　（自治会、地区社協、ケアプラザ、各ボランティア団体、学校）
●若い人がボランティアに参加できる体制づくり
　（自治会、地区社協、ケアプラザ、各ボランティア団体

キーワード

人材・
担い手 機会・場

情報

つながり

安全・
安心・
健康
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身近な所で健康づくりができ、
いつまでも健康に過ごすことができるまち

地域全体で防犯・防災に向け取り組み、
安全・安心に暮らせるまち　

【現状と課題】
●健康づくりの指導者が不足している
●気軽に健康相談できる場がほしい　など

【現状と課題】
●防災活動の自主参加が不足している
●地域ごとに防災体制の取組状況に差がある　など

【具体的な取組】　＜町ぐるみの健康づくり＞

●自治会館を活用した様々な活動の推進（自治会）
●公園でのラジオ体操、太極拳等の実施（自治会）
●健康指導等のビデオ貸し出し（ケアプラザ）
●健康づくりのリーダーの育成（体育指導委員、青少年指導員、保健活動推進員）
●町ぐるみ健康づくり教室の実施（町ぐるみ健康づくり委員会）
●ケアプラザを拠点とした健康チェックの実施（保健活動推進員）

【具体的な取組】　＜緊急時に備えた取組＞

●全自治会での防災支えあいカードの取組実施（自治会）
●家庭用防災用具の一括購入（自治会）
●防災リーダーの育成（自治会）
●防災マップ、安全マップ作成の検討（継続検討）
●向こう三軒両隣の支援の輪の醸成（各家庭）
●門灯の２３時頃までの点灯（各家庭）
●防犯カメラの設置（各家庭）　　
●家具の転倒防止対策の実施（各家庭）
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